






要約　HTLV-1 の母乳感染は、長期(≧6 月)母乳哺育児の約 20%におこり,完全人工栄養児

では,約 3%に減少する.すなわち,キャリア母親が母乳回避を行えば,母乳感染の 80%以上は

回避できる.短期母乳哺育児の感染率は,長期母乳哺育児に比較し低いようにみえるが,完

全人工栄養と安全度が同じであるか否かは未だ判断できない,母親の中には,感染させやす

い母親と,感染させにくい母親があり,長期母乳哺育の母親では,抗 HTLV-1 抗体の高い母親

が感染させやすく,完全人工栄養の母親では,抗 HTLV-1 抗体の高い母親は感染させにくい.

この結果は,移行抗体が生後まもない時期の感染防御に役立っていることを示している.


